
清瀬市教育委員会は「子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育」の実現に努めます 

令和５年第６回清瀬市教育委員会定例会会議録 

 

 

令和５年第６回清瀬市教育委員会定例会が令和５年６月２３日（金）午前９時３０分に招集された。

出席委員、議事の大要は次のとおり。 

 

1 日 時 令和５年６月２３日（金）午前９時３０分 

2 場 所 市民協働ルーム 

3 付議案件 別紙議事日程のとおり 

4 出席委員  坂 田  篤  （教育長） 

   宮 川 保 之 （教育長職務代理者） 

  粕 谷  衛  （委員） 

   兵 頭 扶美枝 （委員） 

   尾 﨑 啓 子 （委員） 

 

5 事務局  南 澤 志 公 （教育部長） 

   大 島 伸 二 （教育部参事兼教育指導課長） 

   馬 場 一 平 （教育部参事兼教育支援担当課長） 

   宮 本 央 子  (教育企画課長） 

        北 平 宣 之 （教育企画課特命担当課長） 

        山 田 能 久 （生涯学習スポーツ課長） 

 

6 書   記  鈴 木 和 也  （教育企画課主事） 
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令和５年第６回清瀬市教育委員会定例会 

令和５年６月２３日（金） 

オンライン会議(事務局：市民協働ルーム) 

定例会 

 

日程第１ 会議録署名委員の指名（宮川委員）   

日程第２ 教育長報告     

日程第３ 教育委員報告     

日程第４ 報告事項１ 令和４年度清瀬市教育委員会重点事業 最終報

告 

教育企画課 

特命担当課長 

日程第５ 報告事項２ 「清瀬の１００冊」読書感想文コンテストについて

（資料配布のみ） 

教育指導課長 

 

日程第６ 報告事項３ 台風２号による影響による芝山小学校及び清瀬第

四中学校の修学旅行について 

教育部長 

日程第７ 報告事項４ 米粉パンについて 教育企画課長 

日程第８ 報告事項５ 防火防災標語の作品の表彰について 教育企画課長 

日程第９ 議案事項１４ 教育委員の退任について 教育部長 

その他  

 

 

  



清瀬市教育委員会は「子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育」の実現に努めます 

議事の日程並びに議事の大要並びに議決事項 

 

 

開会 

坂田教育長が開会を宣言 

 

日程第 １ 会議録署名委員の指名（尾﨑委員） 

尾﨑委員を指名 

 

日程第 ２ 教育長報告 

教育長 教育委員会B訪問で清瀬小学校を訪れた。４年生の総合的な学習「いのちの

教育」を見学した。子どもたちが授業の狙いを意識できるように配慮されてい

る内容だった。研究協議会にも参加した。授業の狙いや授業の仕方の妥当

性についてタブレットを活用して協議を行っていた。有意義な内容であり、教

育指導課には他の学校への展開についても検討してもらいたい。 

 

日程第 ３ 教育委員報告 

兵頭委員 教育委員会 A 訪問で第三中学校を訪れた。学校支援本部コーディネーター

や学校運営協議会委員が参加されていて、地域の要望を取り入れるための

良い取組であると感じた。学校が家庭学習の取り組みについてサポートできる

と良いと感じた。 

粕谷委員 教育委員会A訪問で第三中学校を訪れた。授業での ICT機器の活用があま

りなかったため残念であった。ICT 機器の活用については世代間ギャップもあ

るため、学校単位または市全体で取り組んでいく必要があると感じた。 

尾﨑委員 教育委員会 A 訪問で第三中学校を訪れた。A 訪問について、学校側がどの

ような感想があるのかが気になる。参加者側からの意見が多くなっていた印象

であったので、学校側からの経営方針や考えを伺う時間を設けることでより学

校からのニーズにこたえる形にすることで有意義になると考える。 

宮川委員 教育委員会 A 訪問で第三中学校を訪れた。学校支援本部コーディネーター

や学校運営協議会委員が参加されていて、様々な立場の人を、子供たちの

ために意見交換ができた。 

教育委員会 B訪問で清瀬小学校を訪れた。総合的な学習の時間と研究協議

会を参観した。組織的知識創造が出来ていると感じた。 

 

日程第 ４ 報告事項１ 令和４年度清瀬市教育委員会重点事業 最終報告 

教育企画課 

特命担当課長 

令和５年度からは様式や書き方について大幅に修正予定であるが、令和４年

度の最終報告については従前の様式を利用している。 

粕谷委員 新校建設事業でワークショップを今後どのように展開していく予定か。 

教育支援センターの機能強化について、フレンドルームの取組として、職場

体験や調理実習等は生徒の意見を取り入れて回数を増やしていくという事
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か。 

体育指導について、目的では年齢・性別・障害の有無にかかわらずと記載が

あるが、学校の内容が多くなっているように見受けられる。障害がある・なしに

関わらず、混合で競技を行うような機会が設けられているのか。 

教育企画課 

特命担当課長 

全体的な周知と個別的な周知を行う必要があると考える。全体的な周知は市

報や HP を通じて行う。学校を通じてワークショップの通知やワークショップに

参加された PTA の方を通じて周りの保護者の方へも参加を促していく。 

教育支援担当

課長 

職場体験を行った子供たちから参加した感想をいただいている。今後、子供

からの意見を参考にして、職場体験の選択肢を増やす等の対応を考えてい

る。 

生涯学習スポー

ツ課長 

障害者とのスポーツを行う機会として、年５回開催を行っているニュースポー

ツ大会で参加制限は行っておらず、ボッチャ大会ついてもどなたでも参加で

きるようになっている。 

粕谷委員 意図的に障害者の方と混合でスポーツ体験を行う機会等を設けることが出来

ないか。 

フレンドルームの職場体験以外の特別な活動については参加率の上昇はあ

るのか。 

生涯学習スポー

ツ課長 

スポーツ推進委員と協議しながら積極的に検討していく。 

教育支援担当

課長 

調理実習については毎回７～８名の参加している。書道教室や校外学習につ

いてはフレンドルームへ来ている子はほぼ全員が参加している。 

尾﨑委員 新校の建設事業について、施設の視察を行う際に教育理念と教育施設の関

連についても報告いただくと参考になると思う。 

教育支援センターの機能強化について、職場体験では子供が何を学んでい

るのかに重点を置く必要がある。多様な職場体験先を整備していくことが課題

となると思う。 

フレンドルームへ通う子供について、心理士と所属校の先生とはどのように交

流しているのか。 

ソーシャルスキルトレーニングの充実を目的とした特別事業とはどのようなこと

をしているか。 

学力向上事業について、調べる学習コンクールに参加がなかった学校があっ

た理由は何かあるか。 

調べ方の指導が必要な子供へはどのように対応しているか。 

教育支援担当

課長 

フレンドルームの指導員と所属校の先生と年２回ほど面談を行っている。フレ

ンドルームに通う子供については個別に指導計画を作成しているが、フレンド

ルームと所属校の先生と協力して作成を行っている。 

心理士が月一回１時間のアドバイスの時間を設けている。週数回、心理士が

フレンドルームを訪れて子供たちと交流を行っている。 

教育指導課長 調べる学習コンクールについて、各学校により応募数に隔たりがあった。今年

度は授業に取り入れることで全校参加を目指している。 
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調べ方のヒントについてはワークシートを活用して、調べ方の順序を指導して

いる。 

尾﨑委員 ソーシャルスキルトレーニングに子供たちが断ることや質問するスキル等を身

に付ける指導をしていくことも効果的であると思う。 

フレンドルームへ担任の先生だけでなく他の先生も顔を出すことで子供にとっ

て学校へ行きやすい環境を作ることへとつながると思う。子供が学校と繋がっ

ていると感じるのであれば、GIGA や手紙など様々な手段でも効果的である。 

兵頭委員 校務システムの方針について、教員が都内で異動があることに配慮して都内

でのシェアが高いシステムを学校からの要望を取り入れて導入しているので

学校に寄り添った運営が出来ていると感じた。 

教育支援センターの機能強化について、心理士とフレンドルームとの連携が

以前より形として見えるようになったと感じる。教育支援センターの業務委託に

なった後の心理士がどのような勤務体制となっているか。 

学童クラブの指定管理者制度について、事業者間での運営の差があることに

対して市はどのように対応していくのか。 

教育支援担当

課長 

教育相談室には毎日４～５名が常駐している。委託したことで業務分担をして

いるので日によって人数の調整を行えている。 

生涯学習スポー

ツ課長 

学童クラブへ入会の承認を行ってから実際に通所するまでに面談や連絡帳

でのやり取りを行うことや開所時間や料金については市が指導を行っている

ので指定管理者間での差がないようにしている。夏休みにどのようなイベント

を行うかなどの独自事業については指定管理者ごとに工夫を行いながら運営

していただく部分と考えている。基本的な運営部分については市からやり方を

指示しているため、大きな格差がないように調整している。 

宮川委員 新校の検討について、新しい器はどうしてそのようなものにするのかを子供や

教員の意見を取り入れていけると良いと思う。 

学力向上について、図書館の調べる学習コンクールでは教育課程に上手く

生かしている教員の取組を共有させると良い。 

点検評価の外部評価委員は昨年度から変更はあるか。 

教育長 昨年度から変更はなく、塚田様・植田様へ依頼している。 

 

日程第 ５ 報告事項２ 「清瀬の１００冊」読書感想文コンテストについて（資料配布のみ） 

教育指導課長 資料配布のみで説明はなし。 

 

日程第 ６ 報告事項３ 台風２号による影響による芝山小学校及び清瀬第四中学校の修

学旅行について 

教育企画課長

（教育部長の代

理） 

台風２号による影響による芝山小学校及び清瀬第四中学校の修学旅行につ

いて報告。 

教育長 追加費用についての対応はどのようになるか。 

教育企画課長 追加費用については保険で対応し、保険で賄えない部分がある場合には市
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が補填を行う予定である。 

 

日程第 ７ 報告事項４ 米粉パンについて 

教育企画課長 東京都の米粉パンなどの国産食材を活用した食育支援事業に関して、芝山

小学校へ取材があったことを報告。 

 

日程第 ８ 報告事項５ 防火防災標語の作品の表彰について 

教育企画課長 令和４年度の東京消防庁防火防災標語で清瀬市内の中学生が最優秀作

品、優秀作品に選ばれたことを報告。 

 

日程第 ９ 議案第１４号 教育委員の退任について 

教育企画課長

（教育部長の代

理） 

清瀬市教育委員会委員兵頭委員より辞表が提出されたため、議案提出を行

う。 

各教育委員 異議なし 

 

 

閉会 

坂田教育長が閉会を宣言 

閉会 午前１１時００分 

令和５年６月２３日 

 

 

上記のとおり会議の顛末、大要を記し相違ないことを証する。 

 

 

清瀬市教育委員会 

            教 育 長 

 

            教 育 委 員 

 

 

 


